第２章　中世・近世
第１節　東郷庄絵図の考察


　羽合町史前編、４、東郷庄絵図に、同史料的価値と羽合郷として、渡辺久雄の提供による古文書等未発表の文書を紹介されている。中分絵図の作られた動機や裏書の真意も分かり貴重な文書として解説されている。

　また、「東郷庄絵図の物語るもの」の記述と荘園時代のまとめとして、天文測量によることと根拠をあげて用意周到に地図は出来上がったものであると述べている。

和与中分
　和与中分は中世、所領の相論に際し双方和解のうえで行われた下地（中世、田畑・山林など領主の収益の対象となる土地）の分割契約で、地頭と荘園領主の紛争を解決する手段として、南北朝時代まで多く行われた。
中　　分
　一般に中分の分割は各荘園で異なるが、荘園の惣領を南北または東西に折半し、一円排他的支配の実現か、得分を重点に名・在家単位に分割する坪分け中分に大別される。


　東郷庄は前者の方式で、まず池を中心として東分を地頭方、西方を領家方とし、さらに田畠・牧地（馬野付近）・山野などに別途に中分線を引いて公平を期した。

　中分境界は道路はそれを利用し、紫縄手と広熊路は条里の坪界である。道路のないところは溝を掘って境界とし、池の南端と北端の境界がそれで、南端は野花と引地、北端の場合は南谷と赤池集落が傍示境界となっている。絵図にみえる民家の記載内容は現在に比べると散在的である。北端の湖水が日本海に通ずる橋津
荘　　庫
には人家が凝集しているので、荘園の港として庄倉（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しようこ),荘庫)ともいう。中世、荘園の現地にあって年貢などの貢納物を貯蔵する倉庫。）も置かれたと推測される。

　条里水田の広がる羽合平野は、渡辺久雄（松尾神社領伯耆国東郷庄の一考察、歴史地理学紀要１０、１９
広　熊　路
６８。）によれば広熊路の中分線で隣接の西郷と区分され、紫縄手の東西中分線で地頭と領家が所領を分け
紫　縄　手
ている。いずれも条里の坪界線を利用した直接的境界で、近世の村境がこの中分線で規定されているとし、中分線以東に延びる長瀬村の境域は、中分線に影響されて土地所有関係にて村相互の入組みの形が残る状態で、近世初頭に村境が確立したものであろうと述べてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(（１）),いる)。（服部昌之・地形図に歴史を読む、第２集、藤岡謙二郎編）

　東郷湖を中心に特に羽合周辺を東北から中分された区域は、


○上橋津＝領家分

○馬野西分湊村＝領家分


○南谷＝地頭分


○宇野＝一ノ宮領


○上浅津＝地頭分


○下浅津＝領家分

○赤池・光吉＝地頭分


○長瀬＝北条分


○長瀬ノ浜＝地頭分

荘　　園
　室町時代の荘園・公領の支配のしくみはしだいに形式化し、武士の支配が強まってゆく。その過程でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(じとう),地頭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(うけ),請)（地頭が定額の年貢納入を請け負う代わりに荘園の現地を支配する）や下地中分、さらにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はんぜい),半済)（戦費を得るために荘園年貢の半分を武士に与える）などが大きな役割を果たした。そして次の戦国時代に、各大名の領国支配が完成していくなかで、荘園も公領も実体を失っていった。

　鎌倉時代中ごろから地頭による荘園の現地支配が強化され、荘園支配者に上納すべき年貢を滞納・横領するなど、紛争が絶えない状況となり、荘園の本家・領家は現地を地頭と折半し、半分ずつ支配する下地中分で何とか支配権を残そうとした。

領　　家
　東郷庄絵図の場合は、領家（松尾社）と地頭及び一宮社に複雑な分割となっている。

　土地・海や沼・河川はもちろんのこと馬野に描かれている馬・湖上の小舟や日本海のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(むしろぼ),筵帆)の帆掛船・寺社と領主層の家と一般在家・深山と湖岸の樹木など周到な絵画表現と下地中分の原則が描写されていると思われる。


　この地図は羽合町史前編によると、天文測量法によっているとしている。


　池の形は、鷺田が鼻を基点し、また弁天岩の方角を定める見透し線を引くために湖中に２そうの舟を浮かべ、舟人は烏帽子を着けていることからEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),測量)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○),技術員)の姿であるとする。


　このことについては、黒田日出男（日本の歴史・２・中世・朝日新聞社）は、「絵図で印象的なのは東郷池である。長江の前面の湖上に浮かぶ小舟にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),漁師)が乗っており、池では漁業が行われていた。（略）


　そこで注目されるのは、池の真ん中に描かれている舟なのである。舟には２人が乗っており、南の中分線から橋津の方へと向かっている。・・・東郷池の分割と関連するであろう」と絵図を読んでいる。

　黒田日出男は（姿としぐさの中世史・平凡社）、荘園絵図の世界の中で、１人乗りの小船は漁師であって、漁業活動の絵画表現である。２人乗りの船に位置と方向を表現するのになぜ２人の人物を乗り込ませたか。


　第１の点は、南部に引かれた中分線の湖岸で出発し、北部の中分線である橋津川と結んでいる。東郷湖を分割する動く中分線であるとする。


　第２点は、船上の２人は烏帽子をかぶり、服装も漁師ではなく、２人は測量技術員とみる説もあるが、２人という数に意味を持たしている。この中分線によって、東郷荘が領家分（西分）と地頭分（東分）に２分割されたことを象徴的に表現していると思われるとする。


　町史前編は鷺田が鼻を基点とした測量としているが、鷺田が鼻と一宮側の湖岸の１本松を、目印・目標物で、湖面には何の境界線も引かれていないが境界線の１つであったに違いないとする。


　深山以外の山々は樹木が描き込まれていないが、裸山でなく、深山や馬野や寺社などを強調するためで、目印・目標物として樹木を明りょうにする工夫であった。


　馬野の中分線の中央に１本の松が描かれ地頭分・領家と一宮領那志多の３つの馬野の境界点であると黒田日出男はみている。長江・宇野・那志多は一宮の給免田（給免田、領家から荘園の荘官あるいは地頭などに給付された免田で年貢は上納したが雑公事は免除されていた。）が社領化したと太田順三はみる。

　絵図の裏書の下地中分は道路のあるところはそれを堺とし、ないところは朱線を引き、両方が寄り合って朱線に堀を掘り通し、田畠を等分するために、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はは),伯)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いだ),井田)は西方（領家分）であるが、東方（地頭分）の分をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さ),割)きあてた。したがって馬野・橋津・伯井田は東方、西方が相交わり、小垣は北条川の東西ともに東方分となった。西側の北条郷との境界は、当時北条氏の得宗領であったが、それに隣接する砂丘の西小垣の丘「浜」の場所に朱の牓示が図示されている。この牓示と長江と耳江の谷あいの杉の巨木を結ぶ直線こそ東郷壮の荘域の境界であったことが絵図より読みとれると太田順三は述べ、これも見通しによる境界設定の方法の例証であるとする。
小　　垣
　小垣は地域的には西分の地であるのに東分とされたのは領家が大湊宮と橋津川東岸河口部を押さえたのに対し、地頭側も北条・橋津川を確保したのであろうとしている。


　各地に地頭分と領家分が交り合う複雑な中分の様相を呈し、東郷庄内の地名・寺社名には東分・西分のどちからの銘を書き込んで区別することとなった。

　橋津と馬野が１つの中分線で分割され、その朱線は現在の南谷と上橋津の境の谷（小字名「二ノ見込谷」）を上り、尾根筋の道を通って、小字名で「上古道」、「下古道」とあるところまで引かれた。橋津の分割は津（港湾）の分割で、領家・地頭の双方が津能を維持した。橋津の祭神である大湊宮（湊神社）を領家側が押さえたことは、領家松尾社にとって年貢輸送の重要な拠点であったと思われる。


　馬野の中分は牧の分割であり、馬牧の機能と馬の頭数が問題で、領家分５頭・地頭分５頭・一宮社領２頭と領家と地頭は同数で、馬も等分に分割された絵画表現したものとする。


　東郷池の漁業権や馬野の入会権は周辺村落の家族集団の総有に属していたとする太田順三（絵引荘園絵図・荘園絵図研究会編・東京堂出版）は、馬野の１２頭の馬の頭数からの数値合せや池の和船の２丁EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ろ),櫓)や１人乗りの漁民や日本海の海上交通路の拠点であったとする大湊宮と海上を航行する３隻の帆掛船を領家分・地頭分・一宮分の各１隻ずつと断定するにはなお検討の余地があろうとしている。

〔絵画の作成と裏書の検討〕

　本絵図は、正嘉２年（１２５８）１１月、領家の松尾神社の使散位政久と地頭東郷氏（原田氏とも）の沙弥寂が連署している。

　ここにみえる領家は松尾神社を指すが地頭の氏名は確定できないが、西岡虎之助（絵図から見た荘園の話『荘園絵図の基礎的研究』３１書房、１９７３年）ではそうされている。

　太田順三は、沙弥は得度して仏門に入ったもので身は俗人にあるが武門関係者に多く、散位は、朝廷から叙与された位階を持つが官職に就いていない者をいうから恐らくその関係は逆であろうとしている。


　伯耆原田氏は筑前原田氏の同族として１１世紀に筑前から移住してきたと推定される原田種賴の以後５代目種平と弟信平があり、信平に４子、家行・信康・信定・宣行である。裏書に署判している沙弥●は阿●すなわち信康（本名信重、法名阿●、竹田地頭）に比定されるのではなかろうかとしている。原田氏と荘園については羽合町史前編に史料を挙げて述べられているが署判については推定されていない。

　　　参考資料


　（１）　藤岡謙二郎編「地形図に歴史を読む第２集」昭和４５年６月１０日、大明堂


　（２）　朝日新聞社書籍第１編集室「見る・読む・わかる日本の歴史」２・中世

　（３）　黒田日出男著「姿としぐさの中世史」１９８６年５月１２日、平凡社発行


　（４）　荘園絵図研究会「絵引荘園絵図」１９９１年、東京堂出版


　（５）　羽合町史編さん委員会「羽合町史（前編）」、昭和４２年１０月１日発行
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